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複雑性の思考と新 しい教育パラダイム

亀 田 満

【要 旨 】

教育改革について様々な提 言が なされているが、人間 とは何か、知 とは何 か といった本質的な問題が抜 け落 ちて

いるのではないか、 とい う問題意識 のもとで、教育、心理学 におけるパラ ダイム ・シフ トを展望する。新 たな世紀

を迎え、教育改革 は戦後50年 の総括 の一貫 と して とらえ られるが、広 く 「近代」 という概念 を見 なおす契機 ともな

るものである。本論文では、改めて 「ポス トモ ダン」 の概念 について見なお し、現代 における知、及び主体のあ り

方 を検討 する とともに、教育学 と心理学 におけるポス トモダ ンの意義 とそれに基づ く新 しい教育パラダイムを紹介

する。特に、モランの複雑性 の思考 は、単純化の思考 に抗 して、現代の細分化 された知 に新たな統 合性、倫理 を回

復 しようとする もので、 自然科学 と人文科学の融合 を図 り、個 人を自然 ・生命 ・社会の諸 システムの相互作用 とし

てとらえ、多様な人種 ・文化 ・言語 ・信 念 ・思想 の間に地球 的意識 の形成 を図 ろうとす るものであ る。 ここでは、

モ ランの伝記 的紹介 と円環的函果 関係 、対話性、ホロ グラムの原理な ど主要な概念 の紹介 を行い、高等教育 に対す

る提言、将来の教育 に必 要な7つ の知についての提 言を参照 しなが ら、新 しい教育学 、心理学の方向性 を見出そ う

とする ものである。

「常 に存 在 す る もの は、理 性 と思 考 に よって把 握 され 、常 に それ 自身 に等 しい 同一 の もの と して 受 け取

られて いる。 と ころが 、常 に生起 し、且 つ また、消 滅 して い る もの は、 一体 、 どの様 に と らえるべ きな

の か?理 性 を以 って と らえ るこ とは 、絶対 に不 可能 で あ る。 人 問は 、恐怖 と欲望 の 底無 しの深 淵か ら、

神 に呼 びか け てい るので あ る。其 処 に ある もの は、 総べ て 『偶然 なる』 もの ばか りなの だ。」(シ ェス ト

フ、1967)

「自然 科 学 を規 範 と した教 育 は 、主 と して統計 的 な心理 と抽 象的 な認 識 に基 づ い てお り、 したが って非

現 実 的 な合理 的 な世 界観 に基 礎 を置 い てい る。 そ こで は個 人の ケ ース は単 な る周辺現 象 と して何 の役 目

も果 た さな い。 しか しなが ら個 人 は、非 合理 的 な所 与 として、 そ もそ も現実 の真 の担 い手 に ほか な らな

い。 す なわ ち具 体的 人 間な ので あ って 、科学 的 な命 題 の対象 とな る、本 当 に は存 在 しない理 想 的 な人 間

や正常 人間 とは正反対 の もので あ る。 さらに また、 自然 科学 はそ の探 求 の結 果 を、 あ たか も人 間の 介入

な しに成 立 した こ との ように述べ たが る。 つ ま り、 心 の共 同作 業が 欠 かせ なか っ た に もか か わ らず 、 そ

れ は視 界 の外 に取 り残 され てい る わけで あ る。」(ユ ング、1996)

「われ わ れ の導 き とな る比喩 は、 道 は歩 くと きにの み 存在 す る とい う もの で あ り、最 初 の 一歩 と して 、

科学 文化 にお ける無根 拠 性 の問題 に対 峙 し、・空 の 開放性 にお いて その無 根拠 性 を身体 と して ある よ うに

す る こ とを学 ばな けれ ばな らない。」(ヴ ァ レラ、2001)

序

21世 紀 を迎 え て、 これ まで理 性 と思考 が 生 み 出 して きた科学 的 知識 の増 大 、技術 の発 展 は、 われ われ 人

類 お よび地 球環 境 を よ りい っそ う危 機 的状 況 に追 いや り、恐怖 と欲 望 の深 淵 を よ り深 め、身体 的 な脆弱 さ、

社 会的 カオス を招 来 して きて い る。1960年 代 か ら70年 代 にか け て、後期 資 本 主義 が もた ら した生 態学 的均

衡 、人間学 的均 衡 、国際 的均 衡 を脅 かす 、経 済 ・政 治 ・社会 文化 シス テム の危機 傾 向(バ バ ーマ ス、1979)

は、 よ りいっ そ う先 鋭 化 して きて お り、改 め て近代 が もた ら した もの につい て、 ポ ス トモ ダ ンの視点 か ら

問 い返 され る よ うに なって きた 。

中村(1995)は 、そ の起源 を12世 紀 ルネサ ンス に まで遡 らせ 、この時 期 、西 欧世 界 に確立 され た ものが、

15、6世 紀 にな って 、近 代原 理 の 中核 とな る 「近代 科学 」、 「宗 教 改 革」、 「資本 主義 」 に よって 大 き く変 容

させ られ 、最 終 的 に、 「神 の死」、 「個 我 の不 安」、 「科 学 の細分 化 」 を もた ら した と して お り、 その よ うな
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近代 の知 に対 して、今 われ われ が必 要 と してい る知 のあ り方 を、「演 劇的 知」、「南 型 の知」、「パ トス の知」、

「臨 床 の知 」、 「非 線形 の知」 と呼 んでい る。 と もす れ ば、 ポス トモ ダ ンは、 大 きな物語 の否 定(リ オ ター

ル)、 「意味 の 死」(ボ ー ドリヤ ー ル)と それ に伴 う、価 値 や知 の相 対 化 、ニ ヒリズ ム に、 あ るい は過剰 な

意味 、差 異性 の なか で 、「寸 断 され た身体 」(ラ カ ン)に つ なが る側 面が あ り、モ ダ ンとポス トモ ダ ンの二

項対 立 的 な知 の選 択 と も捉 え られ やす く、 「80年代 半 ばの 日本 で は(ポ ス トモ ダニ ズ ム を体 現 す る思考 が

あ った と も思 え ない の に)そ れは ほ とん ど蔑称 で 」(管 、1998)あ った もの で あ り、思 想 的 な もの の導入

や受 容 の あ り方が 、 こ こで も日本 的、 流行 的 、皮 相 的 であ りつ づ け てい るが 、 む しろ そ こか ら、 「新 しい

選択 肢 を示 し得 る新 しい知性 を発展 させ る」(ク ヴ ァル 、2001)こ とが重 要 な ので あ る。 そ こで 明 らか に

され て くるの は、 われ われ 人間存 在 が、 理性 と感 情 、合 理性 と非 合 理性 、意 識 と無 意識 、精神 と身体 、必

然 性 と偶 然性 の二 重性 を生 きて い る とい うこ となの で あ る。 否 、二 重性 とい う よ りも、 圧倒 的 な 自然 の無

秩 序 さ(エ ン トロ ピーの 増大)の 中 で、 か ろ う じて 生命 の秩 序 、人 間的 社会 秩序 が 、維持 され てい る とい

うこ とで あ り、理性 は感 情 の 中に、合理 性 は、非合 理性 の中 に、意識 は無 意識 の 中 に、精 神 は身 体の 中 に、

必 然 性 は偶然 性 の 中に、 浮 かんで い る とい う とい う ことで あ る。 実 際、 人 間の認 識 にお いて は、 フロ イ ト

を始 め として深層 心理 学 が明 らか に してい る もの ばか りで な く、無 意識 的情 報処 理 が、毎 秒何 百 万 ビ ッ ト

で行 わ れ るの に対 し、意識 的 に処理 され る情報 処理 量 は、毎 秒10ビ ッ トで あ り(ノ ー レ ッ トラ ン ダー シ ュ、

2002)、 意 識 は 、無意 識 の 闇 にわず か に光 る星 々の よう な もの で あ る。 そ こか ら 自由 と選択 あ る い は運 命

な どに 関わ る実存 的状 況 が生 まれて くるので あ り、 また 日常 生活 におい て は、主 観 的あ るい は客 観的 な確

率 的 判断 の もとで生 活が 営 まれ る こ とにな る。 また心 一身相 関 とい う点 で は、必 然 と偶然 は それ ぞ れ、客

観 的 現実 と生 命 的現 実、 リア リテ ィ とア クチ ュ ア リテ ィの接 触面 、 イル とアル、 個 別 と特 殊 の二 重構造 を

構 成 して お り、 そ れ らの ズ レ、 「あ い だ」 が 心 の病 を生 み 出 して い る(木 村 、2000)。 「こ ころ の病 」 は 、

「すべ て な ん らか のか た ちで共 通感 覚 の病理 、構 想 力 の病理 」 なの であ る(木 村 、1994)。

この よ うな二重 の構 造 を、 モ ラ ン(Modn、2001)は 、陰 陽 に二極 化 し、感 情 が常 に存 在 して い る存 在 、

即 ち、知 的(sapiens)/狂 的(demens)、 労働 的(faber)/遊 戯 的(ludens)/想 像的(imaginarius)、 経 済的

(oeconomicus)/消 費 的(consumans)/審 美 的(estheticus)、散文 的(prosaicus)/詩 的(poetics)存在 で ある と

して、下 図 の よ うなバ ックル(相 互 参照 的関係 環)を もちい て、個 人一 社 会一 種 、脳一 文化 一精 神 、理

性 一 感 情一 衝 動 とい う三位 一体(trinitε)に よ って 人 間 の複 雑 性 を分析 し、 危 機 的 時代 の預 言 者 と して

(「複 雑性 のパ ラダ イムの メシ アその 人 とな る こ とは で きず と も、 そ の到 来 を告 げる洗 礼者 ヨハ ネ となる こ

とはで きる」(モ ラ ン、1993))、 単 純 化の パ ラ ダイ ム に代 わ る、新 しい知 の パ ラ ダイ ム(あ るい はパ ラ ダ

イ ム批 判)を 提 唱 して きて いる。 筆者 は 、前論 文(1992)で は、 認識 の基 礎 となる イ メー ジの生成 をめ ぐ

っ て、モ ランの複雑 性 の考 え方 を紹 介 したが、本稿 で は、教 育の 原理 と して どの ような適 用が で きる のか、

モ ラ ンの 考 え方 を導 きの 糸 と して 、,ポス トモ ダンの背景 と理 論 の紹 介 を行 う。

褥

ー

ー

無 秩序 生

＼/↑ ↑

/相 互作用 ＼ ↓

解 体

死 原因

↓ ↑

結果 相補性 ▽ 競合性

↓ 敵対性

組織化

第1章 新しい教育学と心理学

90年 代 の教育 改 革 に関す る議論 や理論 的 紹介 を見 て も、現 代 の学 校 に関 わ る諸 問 題 とそ れ に対 応 した

「新 しい学 力観 」、 「個 性化 」、 「生 きる力 」、 「心 の教 育 」、「イ ン クルー ジ ョン」 な どの概 念が 先行 し、他 の

言 動 を支 配す る言 説(デ ィス クール)化 して 、対 症療 法 的 に 自己 目的的 に展 開 され るば か りで、後 は、現

場 で 、 そ れ をいか に具 体 化す るか 、そ の ノ ウハ ウの議 論 に終 始 してい る もの が多 い 。例 えば、 「学 校 パ ラ

ダイム転 換」(河 野 、児 島1998)で は、 「学 校 知」 につい て、 「学校 知」 そ の もの の議 論 が ない まま に、 「方
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法 知」 と 「内容 知」 にわ け て、 「方法 知 」 に比 重 をかけ る こ とで 、生 きる力 につ なが る と してい るが 、 本

来 、 内容 と方 法 は 、表 裏 一体 の も.ので あ り、 そ もそ も 「学校 知 」 と 「生 活知 」 に分 け られ る もので な く、

教 え、学 ぶ もの の生 活 実践 と関 わ る こ とで 、教 育 とい う場 が成 り立つ もので あ る。 「生 きる力 」 につ い て

も、 「見 え る学 力」 と 「見 え ない 学 力」 に分 け、 そ の 要素 と して 、 知識 ・技 能 、 表 現 、思 考 ・判 断 、 関

心 ・意 欲 ・態度 か ら構 成 され る とす る考 え方 は、 これ までの心 理 学 的知見 を寄せ 集 めた だ けで、 生 きる力

が そ れぞ れ ど う関係 しあ って い るの か、不 明 であ る。 目標 とす る 「知 の 人間 化」 も、暗記 型学 習 か ら、思

考 ・推論 型、 実践 ・行動 型 学 習へ と視 点 が 移行 した だ けの こ とで あ り、 「なす こ とに よ って学 ぶ」 とい う

デ ュ ーイの 、古 典 的 な児 童 中心 の教 育 原理 をい ま さらの ように導 入 した もの ともい え、 その こと 自体 、 日

本 の教育 の遅 れ、理 念 の な さ、あ るい は デ ィス クー ル支:配を示 す もので は ないか 、情報 化 社会 にお いて適

応 して い くため に、よ りい っそ うのマ ニ ュ アル型 人 間の形 成 を促 進す る可 能性 もある ので は ない だろ うか。

リオ ター ル(1986)に よれ ば、 専 門 イ ンテ リゲ ンチ ャ と技術 イ ンテ リゲ ンチ ャの養 成機 関 とな った大学 に

つ いて 、 「専 門教 育 の学 生 あ るい は国 家 ない し高 等 教 育機 関 に よ って問 わ れ る問 い は、 もはや 『これ は真

で ある か』 で はな く、 『これ は何 の役 に立つ か』 なので 」 あ り、 「知 の商 業 化 の文脈 にお いて は、 この最 後

の問 い は しば しば 『これ は売 れ る か』 を意味 して い る。 また技術 的 力 の増 大 とい う文脈 にお いて は、 それ

は 『こ れ は 有 効 か 』 な の で あ る 。 … こ う して 操 作 的 な 能 力 の 広 大 な 市 場 と い う展 望 が 開 か れ

る。 … デ ー タ ・バ ンクが 明 日の エ ンチ ク ロペ デ ィーで あ り、 それ は使 用者 ひ と りひ と りの 能力 をは る

か に上廻 って い る。そ れ はポ ス トモ ダ ン時代 の人 に とって の 『自然 』 なの であ る。」

この よ うな状 況 は、本 来 、知 の実 践の 最:前線 に あ るべ き教 育 が 、知 その もの を問 題 に して こなか った こ

とに よるので あ り、伝 統 的 な心 理学 、細 分化 され た学 と しての 心理 学 と しての 性格 が、 実践 に反映 され て

い るので あ る。 これ まで 、学 問研 究 と実 践 の乖 離 とい うこ とで 、 「役 に立 た ない教育 学(教 育心 理学)」 と

い われ て きた ので あ り、 改 め て心理 学 や教 育 学 の理論 を心 理 臨床 、教 育 実践 に反 映 させ 、 また心 理 臨床 、

教 育 実践 か ら学 び、理 論 を構 築 ・検証 して い こ うとい う態度 が 、臨床 心 理学 、 臨床教 育 学 とい った 臨床 を

冠 した学 を生 み 出 して きたの で あ るが、 この よ うな分 業 によ って、 本来 の教 育学 、心 理 学が 実践 、現 実 か

ら乖離 して行 くこ とは、許 され ない と考 え られ る。

そ もそ も心理 学 は どの ような立 場 を取 りう るのか 、あ るい は どの ような知 で あ ったの か。 この よ うな問

いか け は、現 代 の 社 会構 成 主義 的 な問 い返 し,メタ理 論 的 な学 の 基盤 につ い ての 問 いか け で もあ るが 、心

理 学 の草創 期 に おけ る ヴ ン トの要 素主 義 的 アプ ロー チ に対 す る 、デ ィル タイ学派 の 精神 科学 的心 理学 、 ブ

レン ター ノの作 用 心理 学 、そ の影響 を受 けた 、 マ ッハの現 象 学 的物理 学 、ゲ シュ タル ト心 理 学 、 フ ッサ ー

ルの現 象学 の 問 いか けで もあ る。フ ッサ ール に よって 、 それ まで の心 理学 は 、現 象学 的態 度変 更 を経 な い、

事 実 に基 づ く素 朴 な世 界生 活 を基 盤 とす る心理 学 で あ る と され、 「心 理学 が役 に立 た なか っ たの は、 心理

学 が その課 題 、つ ま り具体 的 に まっ た き主 観性 の研 究 とい う課題 を達 成 し得 る には 、完全 に先入 見 を脱 し

た 徹 底 した省 察 に よる ほか なか っ たか らに違 い ない 。 そ の代 わ りに心 理 学 は、根 源 か ら汲 み 取 られ た の

で は まった くな く、 デ カル ト的二 元論 に由 来 す る よ うな心 の概 念 か ら出発 した。 数 世紀 にお よぶ この先

入 見が背 理 だ とい うこ とが 暴露 され ない か ぎ り、 生活 世界 か らその根 源 的意味 を得 てい る よ うな真 に心 的

な もの につ い ての学 たる心 理学 は生 まれ ない であ ろ う。心 理学 も また、す べ て の客 観 的 科学 と同様 に、 こ

の根 源 的意 味 に結 びつ い てい るべ きなの で あ る。」(フ ッサ ール 、1995)と 批 判 されて いた もので あ るが 、

そ の後 、.この よ うな 「事 象 そ の ものへ 」 とい う現 象学 的 還元 の ア プ ローチ は、精 神 医学 、 社会 学 、美 学 、

言語 学 、科 学 史、科 学哲 学 に到 る まで 、幅 広 い領域 に渡 って影 響 を与 え、人文 ・社 会 科学 の心 理学 化 が行

わ れて きた こ とが 、20世 紀 の特 徴 と も言 える ので あ る。 パ ラ ダイム ・シフ トが叫 ば れて い る今 日、改 め て

フ ッサ ール の危 機意 識 に立 ち戻 る必 要 があ る ので は ない だ ろ うか。最 晩年 の1936年 に 「ヨー ロ ッパ諸 学 の

危機 と超 越論 的 現象 学」 で 問 いか けた もの は 、元 々 「ヨー ロ ッパ諸 科 学 の危機 と心理 学」 とい う講 演 が元

にな って いた もので あ り、 「心 理学 にお い ては 主観 性 の謎 が 否定 しえ ない か た ちで現 れ て いて 、 この謎 が

心理 学 の主題 と方法 を決 定 してい る と と もに 、 ひるが え って は、 この心 理 学 の主題 と方法 が他 の諸 科学 の

主題 と方 法 に影 響 を与 えて い る」(パ ーチ 、199Dの で あ る。 ポス トモ ダ ン的 転換 は、 まさ に、心 理学 が

合理 的基 礎づ け の前提 に して来 た科 学哲 学 の 中で 、ポ パ ーの 「世界 に関す る命 題 を世界 それ 自体 の観 察か

ら引 き出 す 、あ るい は帰 納 で きる、 とい う見解 を正 当化 で きる どん な手 段 もない」 とい う言明 に明 らか な
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よ うに、真理 にお け る視 座が 問 題で あ る とい う認識 、 フ ーコ ーに よ って示 された ように、 デ ィス コ ースの

主体 と して の人 間の 消滅 、学 術 的論 文 の持 つ権 力性 の認 識 、脱 構築 を提 唱 す るデ リダ らの形 而 上学 的思 考

の批 判 にあ る よ うに、世 界 の理解 はあ るが ままの世 界 の産物 で は な く、 テキ ス ト史 の 産物 で ある とい う認

識 に、基 づ くもので あ る」(ク ヴ ァル、200D。

教 育学 に目 を向 けれ ば、 その 優れ た理 論的 応 用 と して、吉 田(1987)は 、現 象学 的立 場 か ら、授 業 を次

の ように規 定 してい る。 「授 業 は 、教材 の世界 と、教 師の 世界 と、子 ど もた ち一 人 ひ と りの 世界 との、 三

つ の緊張 関係 一 対 決 と交 流一 の中 に成 立 す る。教 材 の 世界 とは、 基 本的 には、 科学 ・技術 の世界 で あ り、

そ れは 、科学 者 ・芸術 家 の世 界 で もあ る。 それ は また、 よ り一般 的 には、 もろ もろの 人 間た ちの世 界 で も

あ る。また 、教材 中 に登 場 す る一 す な わ ち、教材 の世界 に登 場 す る一 人 間 た ちの世界 で もある。授 業で は、

教 師 の世 界 と子 ど もた ちの世 界 とが 、教 材 の 世界 との そ れぞ れ の出 会 い を媒 介 と して 、 出会 う。 そ の多

様 な理解 ・解 釈 を契 機 と して、 互い の世 界の 『出会 い』 一対 決 と交 流一 が生 れ 、緊 張 関係 が生 れ、 そ の結

果 と して、教 師 と子 どもた ちそ れぞ れの世 界 が豊 か にな って い く。 これが 授業 なの だ。」 と。

よ り具 体的 な問題 と して、 「子 ど もを と りま.く問題 と教 育」(2002)は.、 教 育 現場 か らの批 判 と して 、心

理 学 が真 の現 実 を取 り扱 って い ず、対 症療 法 的 で問題 の本 質 を見て い ない とい うこ とを挙 げ てお り、 それ

に対 し、 新 しい心 理学 が 、時代 ・社 会的 問題 を背 景 にグ ローバ ル な人 間観 に も とつ い て、 よ り文化 的、 生

態学 的 、文脈 的要 素 を重 視 して い る と してい る。 そ こか ら総 合的 学習 の 一環 と して、 「人 間学 習 」 の カ リ

キ ュ ラムが紹 介 され てお り、教 育 実践 が 、 カ リキ ュ ラム に相 互 に反 映 し、親 や教 師 を取 り巻 く文化 に相 互

作 用 して い くモ デ ルが、 よ く呈示 されて い る。 ただ 、実 生活 や諸 科 学の 知識 を含 む文化 そ の ものか らの一

瀧 鶴 謄 つており'文轡 活1こ対する主体的な関わりに対す礁 が抜け落ちているのではな

よ りパ ラダ イム を意 識 した もの につい て は、伊 藤(lgg6)が 、デ カル ト的 認識 論 に もとつ く機械 文明 パ

ラ ダ イム に対 し、 ホ リス テ ィ ック ・パ ラダ イム を対峙 させ て 、研 究対 象 と して の学 習 者 を、 主体 的 存在 、

独 自的存 在、 創造 的存 在 、歴 史 的存在 、社 会 的存 在 、超 越者 と して の存 在、 意味 的 存在 、全 体 的存 在 と し

て見 な し、 「特 定 の一 入 の人 間(と い う 『世界 』)を は じめか ら最 後 まで 全体 と して とら え、そ の人 間の 心

境 に共感 し、 人 間的 な出 会い に よ って健全 な成長 発 達、 ない しは 自己創 造 を支援 すべ く取 り組 む研 究」 で

あ る事 例研 究 な ど、 質的研 究 に活路 を見 出 して い る。同様 に、 や まだ(2000)、 岡本(2000)ら に よ って、

フ ィール ド研 究 、生涯 発達 の視 点 か ら語 り、 ライ フ ・ス トー リー研 究の 意義 が示 されて い る。 また精 神 分

析 におい て も、分析 家 の ス ター ン(2003)は 、 ガ ダマ ー らの解 釈 学 的視 点 を取 り入 れて 、分析 家 と患 者 の

関係 につ い て、 「地 平 の融 合 が起 こる のは 、 自分 の先 入観 が 認識 で きて 、相手 の コ ンテ クス トを把 握 で き

る と きで ある 。我 々 は 自分 自身 の予 期 を理 解 す る こ とで 、相手 の予期 を理解 す る よ うにな る。 自分 の位 置

には っ き りと気 づ き、新 しい経 験 が突 然 に利用 で きる よう にな る.相 手 が抱 い てい る先 入見 の布 置 の中へ 、

つ ま り、相 手 と同 じ明 る み と暗が りの配置 の 中へ 、相 手 と同 じ明確 に表現 され た可 能性 と未 構成 の存 在 と

の 関係 の 中へ 、 われ われ は足 を踏 み入 れ」 る ことに な る と述 べ 、ポ ス トモ ダ ン的、諸 々の人 間 関係 の場 か

ら構 成 される 多重 的 な 自己の精 神分 析 的再 構成 を論 じて い るが 、教 育 、発 達 的 人間理 解 にお い て も同様 の

こ とが 言 える もの で ある。 鯨 岡(1999)は 、現 象 学 的視点 か ら関係 発 達論 を展 開 してお り、発 達 心 理学 的

還元 を 「研 究者 の価 値 観 や子 ども観 に根 ざす諸 判 断 を差 し当 た り留保 し、対 象 を客 観的 に見 て規 制 の知識

をそ こに確 認 しよ うとす る よ うな態度 を還 元 して、素 朴 にそ の場 に 臨 まね ばな らな い」 と し、 さ らに、 生

き られ る還 元 を 「発 達心 理 学 的還元 は、必 ず しも研 究 主体 の 能動 的 な反省 の作 業 によ っての み得 られ る も

の で はな く、子 ど もたちや 養育 者 た ちな ど、 さま ざまな 人 との 出会 いの 中で 、不 意 に向 こうか ら訪 れて く

る形 で受 動 的 に身 に被 る もので もあ り得 る」 と して い る。

第2章 ボス トモダンの教育学

ポス トモ ダ ンとい う言 葉 は、 もと もと建築 学 にお い て、1970年 代 に、工 業 化時代 の 近代 的 な機 能主義 的 、

機械 イメー ジ の建築 様式 に対す る批 判 と して 、文化 的 メ ッセ ー ジ、遊 び の要 素 を取 り入 れた 建築様 式 を指
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す もの と して 一般 化 したが 、モ ー ドや フ ァ ッシ ョ ン、思 想へ と広 が りを見せ 、近代 的 な知 や価 値 の体系 性 、

機 能 主義 に対 す る批 判 、 多文 化主義 、パ ラ ダ イム ・シ フ ト、 ポス ト構 造 主義 の思 潮 を形成 す る よ うにな っ

た もので あ る。

「L'重ducationPostmoderne(ポ ス トモ ダ ンの教 育 学)」(Po頗ois、Desmet、1997)は 、 モ ダンか らポ ス

トモ ダ ンへ の変容 過 程 を、5月 革 命(1968年)か らベ ル リンの壁 の 崩壊(1989)に あ る と し、 ま さにわ れ

われ は、 イデ オ ロギ ー、ユ ー トピア、意 味 の崩 壊 、脱 構 築 の過 渡期 にあ るが 、 この よう な価 値 の解 体 は 、

一 時 的な もの であ っ て
、乗 り越 え られる もの であ る と建設 的 に と らえ、ア イデ ンテ ィテ ィの確 立 に向 けて 、

情 動 的、 認知 的 、社 会 的 、価 値 的欲 求 の相 互作 用 、浸 透 を分 析 した新 た な構築 のモ デ ル を呈示 してい る。

その 中で 、GiddensやTouraineを 参照 しなが ら、モ ダ ンの定 義 を、伝 統 や非 合 理的信 念 が支 配 的で あ った近

代 以前 との2つ の 切 断で 、す な わ ち量 的 、質 的変 化、 中で も技 術 革新 の速 度 、地 球規 模で の革 新 の波及 と、

入間 に安心 と満足 を もた らす 近代 的諸 組織 の特 性 とで、規 定 して お り、 それ らの根 源 に、実証 主義 の も と

主 体 の排 除、 死 を もた らす合 理化 と、多様 性 と細 分化 を もた らす新 た な知 の 生成 とを指摘 してい る。 この

よ うな変容 過程 にあ って 、主 体 と理性 の乖 離 、合 理化 と主 体化 、 産業技 術 的世 界 と主 体性 の世 界 、公 的世

界 と私 的世 界 の乖 離が 、現 代社 会 の危 機 を もた らす もの となろて お り、 多様 性 と知 の細分 化 は、 地球規 模

で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの発 達 と もに 、文 化 の 陳腐 化 、 平 凡 化(banalisation)、 単 純 化 思 考(pens6e

simplifiante)(モ ラ ン)を もた ら し、 い わゆ る 「蛸壺 化 」 した諸学 科 の 障壁 は、相 互 の コ ミュニ ケー シ ョ

ン を疎 外 す る もの とな り、知 の全 体 を見 えな くさせ てい る。教 育 に とっ ての危 機 は、何 よ り、学校 や家 族

や 社 会の諸 組織 が子 ど もに伝達 させ るべ き文化 が矛 盾 をは らみ、価 値 や規 範 の体系 が 崩壊 してい る こ とに

あ る と し、 こ こか ら、 「複 雑性 を考 え る」 モ ラ ンを参 照 しなが ら、 ポ ス トモ ダ ンの教 育 が取 るべ き方 向性

を指 し示 して いる(同 上)。

同書 に よれ ば、 ポ ス トモ ダ ンとは、 モ ダ ンが 細分 化 した もの を、す な わ ち、 理性 と人 間的存 在 、合理 化

と主体 化 とを予科学 的 知識 や技 術 の増 大 と、1人1人0人 間が 動員 で きる人 的資源 に も とつ いて統 合す る

試 み であ り、 曖昧 さ、 矛盾 、不 確 実性 を栄養 とす る複 雑性 のパ ラダ イムの 形成(モ ラ ン)、 知 の創 造で あ

り、 人は 、 この よ うに開 かれ た、複 雑 な 、不 確 実 な世界 の中 に、 自己 の 固有 の意味 を探 し出 さな けれ ば な

らな い 。新 しい教 育 モ デ ル は、 あ る 目的 に応 じた教 授(instruction)と 、 文 化 的葛 藤 や 情動 ・認 知 ・社

会 ・倫理 的次元 を含 む包括 的 な教 育(εducation)の 結合 で あ る。思 考 の多様 な方 向性 にお い て豊 か な対 話

を行 う もので あ り、r教師 と生徒 の 問 にお い て絶 え ざる構築 、 緊張 、適応 が 生成 され て い くもの で あ って、

全 体性 に屈 す る もので あ って は な らな い』(モラ ン)。 この よ うな視点 は、 決 して新 しい もの で は な く、 歴

史 的 に見 れば 、 フ レネの教 育学(子 ど もが 中心 とな った学校 運 営)は 、子 ど もの深 い動 機付 け、 関心 を も

とに した 人間 主義 的 視点 、経 験 論 的視 点 、 プ ロ グラ ム学習 的 視点 、 クラス 会議 に基づ く全 体 的 意志 決 定、

社 会階級 、経 済 的 、マ ル クス主 義的 視点 な どを取 り入 れ た、優 れ てポ ス トモ ダンな もので あ り、歴 史 に学

ぶ必 要性 もあ る、 と してい る。 前述 した、 日本 に お ける 「人 間学習 」 で は、1950年 代 の柳 田 国男 の 「人の

一生 」、70年 代 の林竹 二 の 「人 間 につ いて」 な ど も、挙 げ られ てお り(多 田俊文 、2002)、 これ らは、 さら

に戦 前 の芦 田恵 之助 を始 め と した生 活綴 り方 運 動 につ なが る もの であ り、 この よう な豊 か な教 育実 践 か ら

学ぶ こ とに現 代 的意 義が あ る、 と考 え られ る。

さらにPo嘔oisら は、 具体 的 に前掲 の アイデ ンテ ィテ ィの確 立 に関 わ る もの と して、情 動(愛 着、 受容 、

備給)、 認 知(刺 激 、実験 、強 化)、 社 会(構 造 、考 慮 、 コ ミュ ニ ケー シ ョン)、 イデ オ ロギ ー(真 ぐ 善、

美)の そ れぞ れの次 元 に3つ の 下位 概念 を設 けて 、12の パ ラダ イム を設定 し、 親 と子 の面接 記 録 か ら代 表

例 を取 り上 げ てい る。 こ こで は、 この12の パ ラ ダイ ムに、 百科 全書 的 に諸 科学 の成 果 が網 羅 的 に説 明 され

て い るが 、 ま さに 「人 間 とは何 か」 につい て、 そ の複雑 性 を示 す もの で あ り、結論 で は、将 来 の教 育 につ

い て、 「m6t藍ssage(混 血)」(セ ー ル)と い う比喩 で のべ られ る 、複 数性 、 多言 語性 、複雑 性 に もとつ く多

参照 的教 育(6ducationmult垂r6f6rentielle)が 呈示 されて い る。 この 「混 血」 につ いて 、セ ー ルは、 「第3教

養 人(leTiers-lnstruit)」 の なか で科 学 ・哲 学 的知 の メ タ7ア ー と して 、 以 下 の よ う に述べ てい る(管 、

1998)。 領 地 の検 分 か ら戻 って きた道 化 師で あ る(月 世界 の)皇 帝 は、 遍 歴の 途上 で 、 その マ ン トは様 々

な ぼ ろや は ぎれの 継 ぎ接 ぎ とな ってお り、皇 帝本 人は 気づ か な い ま まに、 旅 の出 来事 を刻 み込 んで い た。

それ を笑 わ れて 、マ ン トを脱 ぐと、 そ の下 に もパ ッチ ワ ーク状 の マ ン トが あ り、 た まね ぎの皮 をむ くよう



190 亀 田 満

に むい て い っ て 、最 後 の 素 肌 も、 継 ぎ接 ぎ模 様 の 刺 青 が施 され て お り、両 性 具 有 の怪 物 とな って い る。

「… そ こか ら意味 を拡 張 して 、 ホモ ・モ ー ヴ ェ ンス とな った わ れわ れ の、 これ とい った保 証 人 を持 た ない

『知』 の ボ デ ィ も、 や は りその ような混 乱 した パ ッチ ワ ー クだ と考 える こ とがで きるで しょ う。 … 移行 の

途 上 にの み同 一性 を…樹 立す る われ われ は、新 た な仕 草 や習慣 をみず か ら におい て混在 させ 、通 過 す るす

べ て の土 地 に よって色 をぬ られ輪 郭 を描 きなお されて 、モ ザ イ ク模 様 の皮 膚 をあ らゆ る思 いが け ない他 人

に さ ら しなが ら、 生 きて行 くほか ない」(同 上)と 。 「学習 は この ような混 血 か ら成 り立 ってい る。 子 ども

は、異 質 で、 オ リジ ナル な もの と して 、す で に産 まれ た時 に両 親 の遺伝 子 の混 交物 で あ り、新 た な交配 を

続 け る こ とに よ っての み進 化 してい く、す な わ ち、教 育 が子 ど もの 生 産 を引 き受 け る こ とにな る … 」

(Serres,1991)の で あ る。 しか し、.我々 は、 た だ無 秩序 に複 数 性 を 身に ま と うもの では ない 、 自己 組織 化

の 絶 え ざる更新 の 中で 、モ ザ イ ク模 様 が形 成 され てい くので あ り、皮膚 の 下 に血 ・肉 ・骨が 自己組織 化 し

続 け てい るの であ る。 改 めて この複 雑性 の海 を渡 る航海術 を学 ば な くて は な らない。

第3章 複雑性の問題

複雑性 、複雑 系 の問題 とい えば 、ベ ル タ ラ ンフ ィの 一般 システ ム論 、 ウ ィーナ ーのサ イバ ネテ ィ ックス

な どが 原点 となる もの で あ り、 プ リゴジ ンの散 逸構 造論 、 カ オス理 論 、 フラ ク タル理論 、脳 科学 な どが代

表 的 な もので あ り、社 会的現 象 と して.のポス トモ ダン とは、切 り離 して考 え るべ きもので あ るが 、哲 学 的

関 心 か らす れ ば、 「複 雑 系 の科 学 の根 底 に ある もの の見 方 は 、現 象学 の ア プ ローチ に非 常 に似 て い る。 つ

ま り、 この新 しい科 学 は 『世 界 』 の 『世 界性 』 を問 お うと してい るの だ。哲 学 か らの 自立 を急 いだ が ゆえ

に近代 科学 が失 っ て きた ものが 、存 在論 的 な意味 で の 『世界 』 で あっ た とす れ ば、 複雑 系の 科学 は文 字通

り、 『失 わ れた 〈世界 〉』 へ の旅 となる」(吉 永 、1996)も ので あ る。 本来 、 「哲学 と.科学 は思 考 とい う同 一

の もの の異 質で あ りつ つ、相 補 的 な二つ の顔 で あ り」、 「思弁 の ため に客 観性 を犠 牲 にせ ず、操 作 性 のた め

に反 省 を犠牲 にせ ず に、 とい う意 思 を もって」、 「青 白い 哲学 と狂 った科 学 の間で 、 それ とと もに、 また そ

れ に抗 して、取 り組 ん で」(Morln,1994)い くこ とが 必要 なので あ る。河 本(1995,2000a,b)は 、 ヴ ァ レ

ラ、マ トゥラ ーナの オ ー トポ イエ ーシ ス概 念 の紹 介、修 正、 応用 、 精神 医学 的、 芸術 論 的領域 な どへ の拡

張 を積極 的 に試み て い るが 、 その定 義 を、 「オ ー トポ イエ ー シス ・シス テ.ムは 、作動 す るこ とに よって み

ず か らの構成 要 素 を産 出 し、そ の こ.とで 意図 せず み ずか らの境界 を産出 す る。産 出 的作動 を行 う ことが シ

ス テ ムの 基 本 で あ り、構 成 要 素 の 産 出 は シ ス テ ム に とっ て の 境 界 の 導 入 で あ る」 と して い る 。 河 村

(2000a)は 、 ここで の構 成要 素 を、経 験科 学 と して の精度 を維 持 す るた め、 あ くまで も経験 的 に産 出 され

て いる か、測 定可 能 な もので あ る こ とを前提 と して お り、 なおか つ それ を精神 的 な もの に適用 とす る とこ

ろ に、 や や矛 盾 を感 じる もので あ る。 「経 験 は社 会 シス テ ムで は コ ミュ ニケ ー シ ョンを産出 しなが ら作 動

し、 心的 システ ムで は思 考 を産 出 しなが ら作 動す る。 … ここ に経 験 の主 体 とい う表 象 を持 ち込 んだ と

き、そ れ に対 応 す るのが 精神 で ある。精神 はあ らか じめ定 まった境 界 も、形 も、作 動 のモ ー ドも もた ない。

みず か ら行 為 しな が らみ ず か ら実現 してい くのが 精神 で あ る」(2000a)と 。 実際 オー トポ イエ ー シス は 、

「精密 科学 にふ さわ しい定式 化が 困難 な ので あ る」(2000a)。 これ で は、 どの よう に複 雑性 の 海 に乗 り出せ

ば よい のか わか らず 、結 局行 為す るこ とが必 要(同 上)と い うので は、 やや 物足 りない 。 こ こか らヴ ァ レ

ラ は、 冒頭 の引用 の よう に、認知 科学 の 到達 点 と大 乗仏教 の 中 間派 の考 え方 を融 合 させ て、 ニ ヒ リズム か

らハ イ デ ッガ ーの惑 星思 考へ の方 向性 を示 して い るので あ るが 、 この よ うなパ ラ ダイム 的変換 が必 要 な の

で はない だ ろ うか。 この 延長 に、ホ ー リステ ィ ック教 育 、 トランス パ ー ソナル心 理学 、 ウ ィルバ ー の統合

心 理 学 な どが 考 え られ る もの であ る。

他 方、 モ ラ ンは、 ラ テ ン文 化 ア カデ ミー設 立委 員 、複雑 性 の思 考学 会 長、 ユ ネス コの ヨー ロ ッパ文 化局

長 を務 め、世 界的 評 価 を受 けてお り、世 界各 国で 翻訳 も多 くな され 、論及 されて い るの に対 し、 日本 にお

い て は、 翻訳 さ.れて もそ の理 論 的 展 開 が あ ま りな され て い な いの は、 ど うい う わけ で あ ろ うか 。 以 下、

Weinmannの 序文(Monn,1994)を 参 考 に、 モ ラ ンの簡 単 な紹 介 をす る。モ ラ ンは、1921年 、 パ リのユ ダヤ人

家 庭 に生 まれ 、.9歳で母 親 を な くした。 そ れ以 来 、9,10年 周 期 で 、 ラ イフ ・イベ ン トと思 想 の転 機 が訪 れ
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る こ とにな り、母 の死 に よ って 、生涯 にわ た り、 死 と生 と性 の 問 題、 母親 の再生 と一 体化 、 人 間 と宇 宙 、

神 話化 、特 に掩 蔽作 用 を持 つ 月の 象徴 化が 主題 とな って い く。第2の 転機 は 、1941年 フ ランス共 産党 に入

党 、対独 レジス タ ンスへ の参 加 であ り、第2次 大 戦 直 後 は 、評論 家 と して 、廃 嘘 とな った終 戦 時 の ドイ ッ

に居 合せ た体験 か ら、 ヒ ッ トラー らの ナ チズ ム を生 み 出 した ドイ ツと、 カ ン トや ゲ ーテ を生 み出 した哲 学

と詩 の ドイ ッ との対 話 を試 み た 「ドイツ零 年」(1946)を 著す 。 第3の 転 機 は 、1951年 、 ス ター リ ン主義 に

抗 して、 共産 党 を除 名 され 、同 年、CNRS(国 立 科学研 究 所)に 勤務 、雑 誌 「アル ギ ュマ ン」 「コ ミュニ カ シ

オ ン」 の編 集 、執筆 に携 わ る。1962年 には 、 ア メ リカ滞在 中 に2週 間 に もわた る昏 睡状 態 に陥 り、 「LeVif
'duS

ujet」,「LaMe重hod」 の 啓示 とな る第4の 転 機 とな っ'た。 社会 学 者 と して、 映画論 か らブ ル ターニ ュの

漁村 での フ ィール ドワ ー ク に到 る まで 、常 に現代 と向 き合 い つつ 、 「現 在 産 まれ つ つ あ る もの の社 会学 」

を展 開 して きてい るだ けで な く、1969-71年 、 カ リフ ォルニ アの ソー ク生物 学研 究 所 に招聰 され た こ と も

あ り、科 学論 ・認識 論者 と して、 「失 われ た範列 」、 「意 識 あ る科 学」 に始 ま り、1977-2001年 に わた って、

浩潮 な連 作 で ある 「方法1～5」 を著 し、単 に彼 の社 会学 的視 点 、研 究法 の認 識論 的前 提 を体 系化 す る だ

け で な く、 自然科 学 的 ア プ ローチ と社 会 科学 的 アプ ロー チ を統合 し、 人類 学 、地 球学 的 な展 望 の も'とで、

知 のパ ラ ダイム ・チ ェ イ ンジ を実 践 して 見せ て い るの で あ る。最 近 は 、将 来 的教 育 の あ り方 をめ ぐって、

「Rε拓rmedepens6e,transdicipllnarit6,r6fo㎜ederUniversit6(思 考 の改 革 、学 際性 、 大学 改革:)」(1997)、

「Lesseptsaviorsn6cessairesal「6ducationdufUture(未 来 の教 育 に必 要 な7つ の知)」(2000),「Dialoguesurla

connaisaanceEntretiensavecdeslyc6ens」(2002)、 「Lesenfantsduciel」(2003)、r亘duquerpourr6

plan6taire,lapens6ecomplexecommeM6thoded'aaprentissagedans1圏eπeuret1'incertitudeshumaines」(2003)

な ど積極 的 な提 言 を行 って い る。 また湾 岸戦 争 を含 め 、 中東 や サ ラエ ボ にお ける、 多様 性 をめ ぐる政治 ・

経 済 ・民 族 ・宗教 問 題 に対 して 、 ま さに ヨー ロ ッパ 的存 在 の可 能性 、近代 の獲 得 した 人類 の理 念、 民主 主

義 の 存亡 が関 わ る と して、一 貫 して 、戦 争 ヒス テ リー に抗議 し、対 話の必 要 性 を主 張 しつづ けてい る。 こ

の よ うに認 識 と実 践 を一 体化 させ 、 柔軟 な理 性(複 雑 性 の思 考)を 武器 に実 践 的 に、状 況 に関与 してい く

点 で 、対 象領域 の広 さ、 いい 意味 で の ラデ ィカル性 とい う点 で 、ル ソー的 自己 内省 、徹 底 した 自己批 判 の

展 開 とい う点 で ル ネサ ンスの 思想 家 、18世 紀 の啓 蒙思 想 家 に匹敵 す る もので あ り、何 よ り真 の意 味 で哲学

者 の 名 を捧 げ た い存在 なので あ る。 まさにデ カル トの 「方法 序説 」.が、 近代 的 な知 の方 向性 を決 定 した よ

う に、 ターニ ング ・ポ イ ン トを迎 え て、既 成 の思考 の枠組 み 、 イデ オ ロギ ーに よ る航 海 を離 れ、 新 しい時

代 に 向け て、新 た な航 空、 航宇 宙 のた めの 羅針 盤 を示 して くれ て いる ので あ る。

第4章 複雑性の思考と教育の原理

モ ラ ンは、 「将 来 の大 学 像 は、 い か に?大 学 の学 際 的変 革 に向 けて」 の 国際 会議 にお け る報 告書 「思 考

の 改革 、学 際性 、大 学 改 革」(1997)の なか で 、諸 科 学 の細 分 化 、差 異 の 分 離 化 パ ラ ダイ ム(paradigme

dedisjonction)と い える知 の状 況 にお い て、 い ま求 め られ てい る のは 、人 間性 の文 化 と新 しい科学 の文化

の統 合 、知 の文 脈 化、 全体 化 、 関係 性 の諸 様式 の統 合で あ る と して い る。そ こで全体 の 関係付 けの道 具 と

して 、 システ ム(組 織 化)、 円環 的 因果 関係(lacausalit6circulaire)、 対 話性(1adialogique)、 ホ ログ ラム

の 原 理Geprincipehologrammatique)を 挙 げ て い る。 円環 的 因 果 関係 あ る い は が ックル は、 回帰 的

(r6curcif)原 理 とも呼 ばれ る もの で、 モ ラ ンの考 え方 の 中心的 な もので あ り、 パス カル に倣 って 、真 の認

知 は部分 か ら全 体へ の、 また全 体 か ら部分 へ の円環 的認 知で あ る とい う もの で あ り、 シス テム は、単 にホ

メオ ス タ シス を維持 す る ばか りで な く、 自己生 成 的 で あ り、個 人 は、 社 会 に よっ て 自己 を生成 され つっ 、

社 会 を生 成 してい る こ とに端 的 に表 わ される。 この よ うな 自己組織 化 が生 命 の基 本原 理 であ り、 自己組織

化過 程 にお い て、エ ネル ギー を消 費 し、散 逸 させ 、新 た に環境 に依存 してエ ネ ルギ ーの 補給 を受 け なけ れ

ば な らない 。 同様 にわ れ われ の精神 も自律 的 に なる ほ どに、 よ り多様 な分 化 や認 識 を摂取 す る必 要が 生 れ

て くるの であ る 。対 話性 は、 ヘ ーゲ ルの 弁証 法 を発 展 的 に継 承 した もので 、 「諸 過程 、 諸 審級 が対 立 しつ

つ 、相 互 に不 可 欠で 相 補 的 な もの と して存 在 して い る とい う弁 証 法」(同 上)な の で あ る。 これ らの考 え

、方 は、ユ ング心 理学 が対 立 物 の統 合、相 補 性 の原理 と して象徴 的 に述 べ てい る こ との認 知的 側面 と も考 え
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られ、東 洋 的 な思 考 との 接点 を見 出す こ とが で きる。 ホ ロ グラ ムの原 理 は 、 「あ る シス テ ム、 あ る複雑 な

世界 にお い て は、部 分 はあ る全 体の 中 に見 出 され る だけで な く、 その全 体 が部 分 の中 に見 出 され る」 とい

う もの で ある 。個 人 は様 々な文 化 と して 社 会の 歴史 を取 り入 れ て きてお り、 身体 を構 成 す る様 々 な粒子 、

原子 は 、宇宙 の 歴史 を刻 んで い る もので あ り、 「個人 の単独 性(singu且adt6の 中 に宇 宙 の全 体 を所有 してい

るの で あ る。」(同 上)

この ようなパ ラ ダ イム ・シ フ ト、 思考 の改 革 は 、た だ高等 教 育 の問題 だけ に関 わ る もの で はな い。 当然

初等教 育 か らな され るべ きで あ り、 マ ル クスが 述べ た ように 「誰が教 育 者 を教 育す るか」 とい う難 問が 生

じて くる。 そ の1つ の答 えが 「教 育 す る ものが 、 教 育 され る側 か ら協 力 を得 て 、 自 らの教 育 を行 う ことで

あ」(同 上)り 、 「関係 性 の思 考 を、位 置付 け、 活性 化 させ る こ とが で きるの は ま さに初 等教 育 に おい てで

あ る とい うの も、潜 在 的 に どの 子 ど もに も関係 性 の思 考 が備 わ っ て いる か らで あ る」(同 上)。 こ こで は

太陽 の組 成 と地球 との 関係 、神 話や慣 習 な ど、 太陽 にまつ わ る人 間の文 化 の学 習 の例 や文学 か ら学 ぶ生 活

の智 恵の例 が 挙 げ られ てい る。 また 「文 学 に、 実存 的 、心理 的 、社 会 的地位 を付与 す る こ とは、根 本 的 に

重要 な こ とで あ るの に 、 われ われ は、 文 学 を表現 様 式 につ い て の学 問 に還 元 して い るの で あ る」(同 上)。

この よ うな指摘 は、 今 日の教 育 改 革 の1つ の中心 で あ る総 合 的学 習 に十 分 反映 で きる もので あ り、 先述 し

た よ うな 「人 間学 習」 はそ の典 型で あ るが 、欠 けて い るの は、 そ こか ら何 を学 ぶか 、思 考 の枠 組み 、思 考

の改 革 とい った 意識 で は ない だろ うか。 教 え る側 も教 え られ る側 も、 もっ と認 知的 側面 につい て、 よ り実

践 的 に意 識化 してい くこ とが必 要 なので あ る。

大 学 につ いて は、19世 紀 の ドイッの大 学改 革 に寄 与 したフ ンボ ル トに倣 っ て、職 業専 門化 ぺ の傾 向 を抑

制 し、 バ ラ ンスを 回復 す るこ とが必 要 であ る としてい る。 フ ンボ ル トに よれ ば 「大 学 の使命 は、教 養 の基

礎 を与 え る こ とで あ り、職 業教 育 は 、専 門学 校 の領 域 に属 す る もの で なけ れ ば な らない」(同 上)の で あ

る 。 そ して 「大学 は 、何 よ り も、 様 々 な知 識 、 観 念 、 価 値 、 文 化 の総 体 を伝 え 、変 容 させ る こ とで あ

る。 こ こか ら21世 紀 の新 しい大学 が 生 れて くる」(同 上)と して い る。 この よう な視 点 こそ、 ポ ス ト ・モ

ダ ンの 多文化 主 義 を生 きる ヒ ン ト、 生 きる力 につ なが る認識 を与 えて くれる ので は ない だろ うか 。 目先 の

現実 適応 が 、共 有地 の悲 劇 的、 社会 的 ジ レンマ を引 き起 こす こ とはつ とに知 られ てい るが 、教 育改 革 に お

い て も この よ うな本 質 的議論 が ほ しい と ころで あ る。 「相 互理 解 が な けれ ば、 文 明 の可 能性 は ない の で あ

る。 われ われ1ヰ、相 互理 解 の過程 、 倫理 とい う観 点 か ら見 て、 まだ野 蛮 な存 在 なの であ る」(同 上)。

よ り一 般 的 な提 言 と して 「未 来 の教 育 に必 要 な7つ の 知」 は、 ユ ネ ス コの 要請 と支援 を うけ て書 か れ 、

世界 各 国 に流 布 された もの で ある が、将 来 に立 ち向か うため の、 モ ラ ンの これ まで の著作 の 中か ら、 最 も

基本 的 で 、最 低 限 の概念 的 道具 を まとめ た もので あ る。 こ こで 改 め て、モ ラ ンの考 え方 につ いて展 望 す る

こ とにす る。7章 が それ ぞれ7つ の知 にあ た る もので 、第1章 「知の 不 明性(c6clt6s):誤 謬 と錯 覚」、第

2章 「適切 な知の 原 理」、 第3章 「人 間 の条件 の教 育」、 第4章 「地球 的 同一性 の 教育 」、第5章 「不確 実

性 との 直面 化」、 第6章 「理解(comprεhension)の 教 育 」、 第7章 「人 間 の倫 理」 と なって い る。 「知 の不

明性 」 とは、知識 の伝 達 を目指す 教育 は 、人 間的 な知 、弱 さ、誤 謬 や錯 覚 に流 れやす い傾 向 、認 識 の認 識 、

す な わち知 とは ど うい うこ とかに 一切 配慮せ ず 、知 を既 成 の もの と して、 誤謬 や錯 覚 の不 断 の危 険性 に対

応 しよ う と して い ない点 で あ る。 「適 切 な知 の原 理 」 とは、部 分 的 、局 所 的問 題 を組 み込 め る よう な全 体

的 、基本 的 な問 題 の把握 、 文脈 、複 雑 さ、全 体 性 の 中に おけ る対 象 の理解 、複 雑 な全 体 の中 で、部 分 と全

体 の相 互作 用 の理 解 を教 育 すべ きで あ る とい う こ とで あ る。 「人間 の条 件 の教 育」 とは、人 間 を諸 学科 に

細分 化 され た特 性の 集 ま りで はな く、 同 じに物 理学 的 、生物 学 的 、心理 学 的 、文 化的 、社 会的 、歴 史 的存

在で あ る と とらえ る こ と、 自己 の 同一性 と他 者 と共 有 してい る同一 性 を併せ 持 って いる こ と、人 間の単 一

性 と多様 性 につ いて の理 解 を教 育 す る こ とであ る 。「地球 的 同一性 の教 育」 とは 、地球pベ ル の コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ン、 地球 時代 の到 来 、「人類 の宝 は、創 造 的 多様 性 に ある が、 そ の創 造性 の源 泉 は生 成的 一体 性

の なか にあ る」 とい うこ と、 人間 同士が これ まで 人 間性 を破壊 して きた抑 圧 や支 配、技 術発 展 が生 み 出 し

て きた環 境 破壊 な どの意 識 化 を教 育 して い くこ とであ る。 「不 確 実性 の 直 面化 」 とは、 科学 が確 実 性 と と

もに、原 子物 理 学、 熱力 学 、宇 宙論 、生 物学 的 進化 、歴 史科 学 な ど不確 実性 を示 してい る こ とを受 け入 れ

て い くこ と、認 識 にお いて も、 脳一 精神 機 能 の不確 実性 、論 理 的不 確 実性 、理 性 の不確 実 性 、心理 的不 確

実性 が あ る こ と、教 育者 は 、 われ われ の 時代 の不 確 実 さの 前哨 に赴 くこ とに な る とい う こ とで あ る。 「理
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解 の教 育」 とは、現 在 、地 球 レベ ルで 、 あ らゆ る教 育水 準 、年 齢 で、 相互 理解 、 人間 的 コ ミュニ ケ ー シ.ヨ

ンが求 め られ てお り、現 在 の野 蛮 な無 理解 な状 態 か ら離脱 して、 精神構 造 の改 革 にす る ため に必 要 な もの

で あ り、 人 種差 別 、外 国 人嫌 い 、軽 蔑 な どの根 源 に つい て の理 解 を教 育 す る もので あ る。 「人 間の 倫理 」

とは、個 人、種 と して の 人間 、社 会の 三つ の 要素 を供せ 持 つ こ とか ら派生 す る もので 、相 互 の統制 をお こ.

な うもの であ り、 そ こか ら21世 紀 の大 きな2つ の 政治 ・倫 理 的 目的 、民 主 主義 に よって個 人 と社 会 の相 互

統制 を行 う こ とと、地球 共 同体 と して 人間的 世界(rHumahit6)を 築 くことで ある。

第5章 哲学の復権

そ もそ も知 とは 、わ か る とは ど うい うこ とで あ るか。 われ われ はた だ生 きるの では な く、 いか に生 きる

か 、人 や物 との関係 性 にお い てい かに生 きる か を問わ れ、.またみず か ら問 う存 在 であ る。 そ の時 に直面 す

る のが 、 多数 の局 面 を持 った現 象 の1つ の アク チ ュア リテ ィであ り、個 々 の アク チ ュア リテ ィに対 し、 自

己 の認識 を再 確認 して い くこと、 これが 知 、 わか る とい うこ とで はな い だろ うか。 そ もそ も近代 哲 学 の祖

で あ るデ カル トの 方法 的懐 疑 は、 「幼 少 の ころ に私 は どれ ほ ど多 くの偽 であ る もの を真 で あ る と して認 め

て しまって い る こ とか 、そ して その 後 その上 に築 き上 げて きた ものが どれ もみ な、 どれほ ど疑 わ しい もの

で ある こ とか、 したが って 、 もし私 が いつ の 日に か学 問 におい て堅 固 で不朽 の もの を確 立 したい と欲す る .

な ら、 一 生 に一 度 は 、す べ て を根 本 か ら覆 し、 最初 の 土 台か ら始 め な けれ ば な ら ない 、1と」(デ カル ト、

1967)い う もの で あっ た。 この ような態 度 こ そ、学 の基 盤 となる.もの であ り、学 問 の本 質 は、 中心 と.なる

体制 化 した大 学 、教 科書 化 した知識 、 マニ ュ アル化 された教 授 に ある ので は な く、 常 に、周 縁 か ら、内 部

と外 部が 出 会 う ところ か ら、新 しい知が 生成 して くる ので あ る。哲 学的 思考 が必 要 な の は、特 別 な高等 教

育 だけ で は ない。 本 来 、哲学 的思 考 は、 日常 生活 の場 で、 生 きてい くため の智 恵 、問 題解 決 、紛 争解 決 、

共 同体 を基盤 に した人 間社 会 の 形成 の ため の 道 具 、航 海 の た めの 羅針 盤 で あ るべ きで は ない だ ろ うか,。

「お そ ら く今 日 なお学 問 は～ 人 間か らそ の喜 び を奪 い去 り、彼 をい っそ う冷 た く、 い っ そ う彫 刻 的 に、 い

っ そ うス トイ ック にす る とい うそ の力 ゆ え に、 ひ ろ ぐひ とび との熟知 す る ところ となっ て いる の だろ う。

だが また学問 はそれ 以上 に偉 大 な苦 痛の 癒 して と して発 見 され る こ と もあ る だろ う一 そ うな ったあ かつ き

に はお そ ら く同時 に、学 問 の持 つ逆 の力 も、悦 びの 新 しい星 空 を輝 か しめ るそ の巨 大 な能力 も、 発 見 され

る こ とだ ろ う、!」(ニ ー チ ェ、1994)。 「概 念創 造 は 、 それ 自身 にお いて 、未 来 の形 式 に助 け を求 め る。概

念 創 造 は、一 つ の新 た な大地 と、 まだ存在 してい な い民衆 を求め る のだ」(ド ゥルー ズ、 ガ タ リ、 董991)。
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ThoughtofComplexityand

aNew.ParadigmofEducation

KAMEDAMitsuru

Therehavebeenmanyproposalsabout山erelb㎜ationofeducation,whichseemtolack山ediscussion

about
.theessentialprob且emsqfeducation-Le.whatis/arethehumanbeing/beings?whatisknowledge?These

problemsarenotonlyconcemedwithreconsiderationoftheeducatlonalsystemretainedfbrn"arly50yearsafter

wor且dWarH.,butalsodeep且ywith由atoftheconceptsof6mωemity,and`postmodemity'。Therefbmation

ofeducationismoreresponsiblefbrtheresearchandfbrmationofnewtypesofknowledgethanthatofanyother

su切ecL
.HeleIwiHdiscussthemodemismandthepost-modemismf「omaphllosophicalpOintofview,proposethe

newwayofknoWingahdsubjectivity,andgiveacontourofanewedu『a⑳nalandpsychologicalparadigm .

EspeciallythethoughtofE.Morinabouthumahcomplexityservesasanavigatorfbrustoresistthetrendof

simp且ificationandsailinthecomplexsea.Hehast士iedtounitet聴emodemfracturedknowledge,establishglobal

ethics,cQnnectna加ralscienceand.thehumanities,comprehendtheinteractionbetweenthephysicalsystem,the

bio量ogica且syste叩,andthesocialsysteminthein"ividua且,and.角mqglobalconsciousnサssamongdiverseraces,

cultures,languages,be且iefS,andthoughts.Inthispaper,1輌11surhmarizehisbiographyandhisphmaiyideassuch

asboucle(circularcausality),dialogicality,andholog止amicprinciple,andindicatethedirectionbfa .neweducation

andpsychologyおrtheeducationa且refb㎜ationwithre琵rencetohisproposalsabouthighereducationlmdseven

typesofknowledgenecessalyfbrfbtureeducation,



満田亀196


